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スウェーデン過疎地域における保育サービス提供
!i
その背景と最初の試み||
〈憂国自〉本稿の臼的は、過疎地域において行われている第三セクターを利用した保育サービス提供が、従来のスウェーデン福祉留家制度に対してどのような意味を持ちうるのかを探ることである。本稿では、一九八
0年代半ばにスウェーデン過疎地域で開始された協同
組合型保育腐 例にして考察 進める。都市部とは異なり、過疎地域では十分な盤の公的 が存在しなかった。そのため、幾人かの殺が集まって自ら保育サービスを作り出すための相談を始めた。なぜなら保脊闘がなければ家の外で働くことができないからである。当時、農村地帯でも女性 外へ働きに出なければ生活が苦しくなり始 ていた村に保育園を作るというこの試みは、親に子どもを預ける場所を提供しただけではなく、村の再活性化にもつながった。保育習を作る過程で地域にもともと存在する資源を動員し、そ を通して、従来のコi
ポラテイズ
ム制度下での積極的労働市場政策 よって掘り崩された村で 生存基擦を形成しなおし から ある。
太
美帆
過疎地域における協同組合による保育サービス提供の試みが意味することは、居住者の視点から地域レベルでの合理性を回復する戦絡がとられ、それによって経済と福枕の両立が図られた点である。キーワード
スウェーデン福祉関家、積極的労働市場政策、協同組合、保育サービス、地域発展活動
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はじめに
本稿の自的は、過謀地域において行われている第三セクターを利用した保育サービス提供が、従来のスウェーデン福祉国家制度に対してどのような意味を持ち得るのかを探ることである。本稿では、
一九八
0
年代から始まった過疎地域における協同組合
による保育サービス提供の試みを取り上げる。この試みを取り上げる理由は主に一一一つある。
つはこの試みの
である過疎地域での
人々のライフチャンス、とりわけ女性のライフチャンス 低下は、都市部の産業労働者の生活を主 る対象として設計・
8れた従来のス
ウェ!デン福祉国家制度 成功の桧で、産業集積地候補 選抜から外れたがゆえに、地域から人口流出が続いた結果として生じた問題であると考えられる点である。
に、戦後復興期に象徴される高
度経済成長が不可能となった現在、そ 社会サービスに対 多様性と高品質が求められる現在、公共セクターのみで社会提供をまかなうことは りつつある。
一九八
0
年代に生じ
たこの取り組みは、社会サービスの拡充が量的 も質的にも求められる中で行政がそれを満たすだけの財力がないという状況下で始まった。経済低成長期に生活の費の低下を防ぐために第一一一 ーで社会サービスの生産を行うという方法は、全国的に不況に襲われた九九
0
年代以降のスウェーデン社会の動向を先取りしていて興味深
い
(1)0
第
に、協間組合による社会サービス提供は従来の行政に
54 
よる臆接的支援と比べて家族や知人・友人、地域社会を重視しており、従来のスウェーデン福祉国家制度の際期から外れている点が挙げられる。普遍的福祉国家の代表であるスウェーデンの福祉盟家制度は、政階、労働組合、経営者団体によるコーポラテイズム的制度により効果的に経済成長と福祉制度整問慨を両立したことによって実現した。しかし現在、
コーポラテイズムによってこれらの開立を巣たすこと
が困難になっており、新しい手段で社会の持続可能性 各人の生活の質を追求することが求めら ている。そしてその新しい手段を探る試みの一つが、社会サービス提供分野での第三セクターの利用である。過謀地における保育 を例に考察するこ は、行政によ 普遍的なサービス提供を原理とするスウェーデン福祉国家制度がなぜうまく機能しなかったのか、その問題 解決するための取り組み 従来の制度に対 てどのような新たな視点 提供したのかを考えること つながるであろう。
一、
コーポラテイズム制度下での穣揺的労働市場政策
i
経済成長と掲祉の商立
l
スウェーデン…福祉国家建設について考察する上で重要な点は何よ
りもまず、積極的労働市場政策がスウェーデン・モデルの目的(経済成長と福祉国家建設の両立)を果たすための有力な手段となって
いた点である。積極的労働市場政策は単なる職業斡旋ではなく、失業者や閤際競
争力の小さい産業に従事する労働者に職業教育を施して、国際競争力の
い産業へと送り込む政策である。その際に必要に応じて住居
の世話を行うこともあるほど、大きく の生活に関与する政策であった。この政策により、多くの労働者に十分な所得を得られ職を提供することが目指された。だがそれだけではない。
スウェ
i
デン福祉国家制度に って積極的労働市場政策は、それぞれの時期にその時期の衰退産業および低成長産業から成長産業へと人員を配置し堕すことにより、効率的な産業構造転換を可能にするという意昧を持つ。 してそれによって失業者への現金給付という消極的手段が最小限に抑えられ、同時に、可能 限り最大化される所得税と法人税 福祉国家の財糠 なる。他方、この政策は人々を労働市場へ統合することを通して社会へと包摂する政策であるといえる。年金、疾病手当、両親保険などスウェ
i
デンの主要な福祉給付は所得比例で支給されている。所得比
例の割合は、
一九六
0年代にコーポラテイズムの主要アクターによっ
て高められ、現在の形の原型が整えられた(宮本
一九九九)。そし
て所得比 部分が多いということは、失業者や低所得者は社会保障の面で不利であることを意味する。これは、ボイエ 表現にならえば
コーポラテイズム期のスウェーデン・モデルは「一躍一用シティズ
ンシップ」
(ω&
四日遺品)を社会包摂の基本原理としているというこ
とになるであろう。
積極的労働市場政策の策定および施行の時期は、
一九五
0年代か
り
九六
0
年代にかけてである(宮本
一九九九)。従ってこの政策
の策定に関わったのはコーポラテイズムの主要アクターであることが分かる。
コーポラテイズムの主要アクターは労働市場に携わる諸
組織であり、従って労働市場政策は主要産業の利害関心がより強く反映されることになる。これは裏返すと労働市場へと新規に動員される側の利害関心は相対的に反映されないことを意味する。
そのため女性、移民、若年者、高齢者、障害者、失業者など男性
中核労働者とは異なる集団ゃ 南部の産業集積地以外の地域に住む者は、相対的に福祉国家の再分配 よ 生活の保障が得られることとなった。数多くあるそのような集閤の中で、女性を例に考察する。なぜ ら女性は生産活動においても、一編枇の受給という面 おいてもスウェーデン福祉国家制度の中で大きな存在感を示しているからであ そして過疎地域において最も早く ら自 見える形でオルタナティブな活動を始めたのが女性だから ある。現実に福祉顕家制度の下で矛盾を抱えた生活を送っている集摺が
存在するということを具体的に示すため、ここでは女性の労働市場参入を例に挙げる。た えば社会保障の算定方法に 男 差 ほんどないにもかかわらず、
その算定の基となる賃金には男女差があ
るために、結果として女性は社会扶助 いうスティグマを貼られ易い社会保障を受給する可能性が高くなっているおの∞
Noog
。
」うした矛居間が生じる原因は、
コーポラテイズム的意思決定制度
では、周縁部に属する集団の意見が政策決定に反映され難い めで
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あると仮定することができるが、実擦、所得比例部分を多くした社会保障制度が議論され、女性の労働市場参入が議論された一九六
O
年代は女性がコーポラテイズム的意思決定過程に っている割合は、ゼロから数パーセントに過ぎないおわ∞
800)
。
女性の労働市場への参入は、もちろん女性運動などを通した女性
自身の働きかけがあったためであるが、決定的な役割を果たしたのはコ!ポラテイズム体制下の政府の政策であった(問。
223
∞30
ヘルネスによると、主に女性の生活に関わ 領域を対象とする税や社会政策が決定される時にも 組織はコ
i
ポラテイズムの枠外に
寵かれていた。
スウナ
i-デンでは持よりも一九七一年に行われた税
制改革がこれに相当する。女性が参加しないままこれらの政策 決定され(出
gM23
∞がおふ凶)、結果として女性は労働市場へと誘わ
れた。労働者階級の男性は、福祉国家制度の建設が始 る前か 労働組合によって政治化さ 、福祉国家制度の建設過程に最初からアクタ!として関わっていた と比べると、女性 受動性 明らかである。女性は公共政策によって
(間四百四回芯∞斗一お)された
ので る。女性を労働市場へ「動員」することにより、
スウェ!デン・モデ
ルはうまく機能した。なぜなら、まず
九六
0
年代の労働力不足を
解消し、経済成長を持続させることができたからである そして、女性が労働市場へ参入するということは 女性が従属人口から生産人口へと変わったということを意味し、より効率的な経済成長と福祉制度充実の両立が試みられたことを意味する。
女性の労働市場参入に並行して公立保育閣の拡充が行われた。
ス
56 
ウェ
iデンでは公的保育の拡充が一九七
0年代と一九八
0
年代に行
われ、その結果、保育関に通う子ども(一|六議)の割合は一九七五年から一九九
O
年の聞に
七%から五七%へと増加した(。
gsps
的。ロ芯志一お)。またスウェーデンは子どもを持つ女性の就労率が
いことが特徴である。これらの特徴はしばしば家族政策、女性政
策および男女雇用機会均等政策の文脈で語られる。しかしそれだけではなく
2
、
スウェーデンの保育政策は性別を超えて労働市場政
策の密からも大きな意味をもった。都市部では
九七
0
年代末までに児童福祉は量的に整備され、女
牲は子どもを公立保育閣に頚けながら働くことが可能となっていた。しかし過疎地域では状況は異なっていた。過疎地の女性は保育サ
i
ビスがないために働くことができず、働くことができないために児童福祉に対する需要が潜在化され、需要が潜在化しているために自治体に公立保育園安作るよう求めることが困難だっ のであ 。そしてそれゆえに、過疎地の女性にとって家庭の外で働くことは悶難なままであった。
上
記
よ
り
コーポラテイズム制度の主要アクターである主要産業
からの代表者の声が政策に強く反映された結果、女性よりも男性、北部より南部工業地帯の利害関心が優先されることになったと考えられる。その結果、北部過疎地域の女性はスウェーデンが自指した社会への包摂 取りこぼされることになった。この状況 変える手段が協同組合等を利用して自ら問題解決を行う試みな である。
過疎地域における保育協同組合は、都市で作られた協間組合型保育閣のように保育に対する多様なニ
i
ズを満たす手段や女性の労動条
件を向上させる手段であ ばかりでなく、後に述べるように女性が就労するための基盤であり、女性の就労場所の創出でもあった。
一一、保欝協同結合
一九六
0
年代後半にスウェーデンに初めて保育協同組合が設立さ
れた。その後、
一九七
0
年代の保育園の量的不足、
一九八
0
年代以
降の親による保育の質の重視など親のニ
-hip-ズを背景にしてその数は
徐々に増加したと言われる。社会サービスを提供する協同組合が怠増したのは一九八
0
年代後半から一九九
0
年代にかけてであるが、
一九八八年から一九九三年七月の関に開設されたこれらの協同組合六回
O
組合のうち、保育/学童保脊分野の協同組合は五九五を占め
ており(と宮
2
・由一・
3
ま一
Mas
、保育/学童保育分野はこれら社
会サービスを提供する協同組合の中で主要分野を占めた。
なおここでいう協同組合とは「新しい協働」(=品目
88R
阻まロ
2)
に基づく「新しい協同組合」〈若宮告白色乙である。新しい協同組合は、古 から盛んに活動が行われている既符の生産者協同組合や消費者協同組合、住宅協同組合などとは異なり、メンバーがしばしばサービスの生産者と消費者 兼ねる点が特徴であるが
(MNO
ロロ
E
σ〕『日明
V唄凶一凶
MM)
、
それ自体は「新しい協働」の一一例とを口える
20
新
しい協働とは、ある地域内のニ
lズを地域住民によっていわば自給
自足するための手段であり、
一九八
0
年代後半から全間的に盛んに
なった。新しい協働の形態として、協同組合、株式会社、非営利回体(広白色町出ぴ円
gzm)
、
その他統計上にはあらわれない諮問体によ
る活動が挙げられるが
(〉芯同町内・出向
-S
唱品一
NS)
、
その共通の特徴
として、ある地域の間住者がその地域のニ!ズに合わせて自発的にネットワークを作り、その活動を通して社会サービスや社会的インフラを整えてゆく試みである点が指摘できる。ペストフ(右混)によると、協同組合保育鴎が増加した背景は、九八
0
年代末のベピ
i
ブ
i
ムと好景気を背景とした公立保育園の
空き定員不足、
九九
0
年代の不況による公共支出削減、そしてそ
れに伴う公立保育園の質の低下である。この賓の低下は、提供されるサービス、職場環境の両面で問題となっている。
ペストフは福祉富家制度の持つ負の側面を克服するという点から
協同組合による社会サービス提供 意義を論じてい 。
つまり彼は
協同組合など第一一一セクターで社会サービス提供を行うことによってもたらされる労働生活の震の向上や効率性の向上に注目し、それを公共セクターによって社会サービスが提供される場合と比較 ながら論じている。第三セクターによる社会サービス提供の意義に関する彼の議論は非常に説得的であ 。しかし彼の分析は近年一
O
年あ
まりの都市での動向を扱ったものであり、従って彼の議論は地方自治体が十分な量の児童福祉を提供する環境が整えられた後の時代前提に行われている。だが一九八
0年代の過疎地域では十分に公立
保育園が準備さ おらず、多くの待機児童が存在した。その め
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彼の分析枠組みだけを用いて過疎地域における協同問題合による社会サービス提供の意味を考察することはできない。協同組合による社会サービス提供といってもそれが異なった社会的文脈の中で生じている以上、社会的に持ちうる意味は異なっていると考えられるからである。最も過疎が進んだ県であるイェムトランドは、協同
組合を利用した社会サ
1
ど
ス提供の先進的地域でもある
(4)O
イェムトランドに
おけ 「新しい協同組合」は現在、約二
OO
事業(
。
。
が存在する。こ
れらは多岐にわた 分野で結成されるが、イェムトランドで最初に作られた新しい協同組合が一九八近年
(表1)イェムトランド燥における新しい協間組合の数 (2001 年)
市 保協同級育合 介協同総護合 村協悶組絡合 ワーカ ズ・ 生協同産組者合 協消同費組者合 その他 言十コレクティブ
Berg 4 2 2 4 14 
Br臘ke 8 5 9 5 27 
Häりedalen 4 6 2 2 14 
Krokom 4 4 5 3 3 7 27 
Ragunda 3 4 3 12 
Str?sund 4 6 2 6 21 
人re 6 8 3 7 25 
Ostersund 12 4 5 9 4 2 12 48 
42 19 45 18 9 9 46 188 
出所) Kooperativ utveckling i J舂tlands l舅 
設立された保脊協同組合であり、新しい協同組合の最も
般的な活
58 
動分野の
つが保脊分野である(表
11
では、なぜ保青から始まるのであろうか。それは過瞭地でも女性
が労働市場で働くことが求められるようになったからである。これには主として四つの要因が考えられる。
一つは、男女平等の意識が
広まったこ 。第二に、経済的理由が挙げられる。
スウェ
i
デンで
lま
九七
年に課税単位が世帯から偶人へと変化した後、従来のよ
うな「
家の按ぎ手と専業主婦」という組み合わせでは生活を維持
することが酪難となってきた。そのため一九七
0年代に過醸地域で
も女性の就労が求められるようになってきたのである
(20
吋ぴ
OG
MCC
品sC
品。
M∞)。第三に、
一九八
0
年代に男女一雇用機会均等法が制定
されるなど上記 流れを後押しする政治的決定がな ことが挙げられる
(pgEMOSES'
宏、宮民間
SNOSESa
宏)。そして最後に、
農業、高産業の機械化の
である。機械化により、作業用一一虫、作業
時間ともに縮小し、農業、畜産業における女性の役割は大幅に減少した。また農業収入椋だけでは生きてゆけなくなっていった点も挙げられるお
ES
ま一
MS
。こうして女性自身の要求と政治的、経
済的、社会的、技術的要国が合わさって過疎地域でも女性が労働市場へ参入する機運は高まった。女性が労働市場に参入するためには労働時間中に自分に代わって子どもの面倒をみ くれる場所が必要である。そのため まず同様の立場の女性が集ま 保育協同組合を設立す ことから始め という手段がと た。行政に代わる保育サービス提供主体としては、企業や私的ネット
ワークなど様々な形態が考えられる。しかしその中で協同組合が用いられた理由は、イェムトランド県にある地方大学(。
20gg
仏
das
52q
、現悲の豆広∞要注
gd
ロル〈
OE
々)
の教員が協同組合による
地域発躍活動のモデルをこの地域に広めたからである。もとはノルウェ!の社会学者アルモスによって作られたこのモデルは、地域発展活動に 動員のために「不可欠なトライア グル」と呼ばれ、以下の三者が協力関係にある時、地域発展活動はうまく行くと論じた(〉
ZP
回目ゆま一
MM
凶)。その三者とは、
(l)
地域で動員される参
加者、
(2)
政治家と行政、
(3)
地域発展プロジェクトの過程をパツ
クアップするアドバイザーである。これら三者はそれぞれニ
i
ズ、
資金、知識を意味し、
アドバイザーによる適切なアドバイスと知識
の伝達は 地域発震活動をうまく進めるための「触媒」として働くという。イェムトランドでは大学教員、後に協同組合発展支援組織を作る人々がアドバイザーとして機能した。新しい協同組合によって生じ 最も寵接的な変化としては、地域
内で運営され 保育園ができたことによって、より多くの子どもとその親にとって子どもが保育関に通う いう選択肢が現実 ものとなった点が挙げられる。また に対する多様なニ!ズに応えることができるよう な た点も挙げられる。 とえば、自然と接する機会を多く持つ、男性も保育に参加することでジェンダ
i役割にと
らわれない環境を作り出す ど教育方針にこだわっ 保育を行うことが可能と った点(の員
MOSess
ま)、実擦に親が保育活動に参
加することでその地域の公立保育所の二倍から三倍の大人(子ども
一人当たり)を確保することが可能となっている点(玄怠∞
gNOON'
322)
などである。
だが保育協同組合の設立は、女性のライフチャンスが高まり、活
躍の場が広がったことをも示す。それまで家庭内で子どもの面倒を見ていた女性連 、家庭外に出る契機となっているからである。協同組合発展支援組織の職員であるトイヴォ・コメンによると、イェムトランドの新しい協間組合のうち七
Oi
八
O%
は女性が開始して
いるという
(95
吉
MOONas'
ま)。また一九八
0
年代から一九九
O
年代初頭にかけて子どもを協同組合型保育園の設立にかかわ た母殺のうち、平均し 六・五割が新しく仕事を得たという
(。門戸同門
MOONs$821
しかしイェムトランドでは他の過謀地域と持様、女
性の一援用場所は少なく(窓口忌
Z533
ゆ応急
533wmg
号可
33
・
psE882S
，。少。
EMOOMasa
ま)、女性は自分で職を作らなけ
ればならない。従って新たに得られた女性の職のうち、多くが女性自身によって新しく作られた職である。それが 同 であり、小規模企業である(表
21
女性の中には自ら立ち上げた保脊
協同組合で正規職員として働く者もいれば、仲間を集って新しく協同組合を作ったり、起 したりすることを通して自ら就業場所 創出する者もいる。
以下では、イェムトランド県で最も早く作られ
た協同組合型保育関フンゲゴ
i
デン
(出
gmo
田町仏
OD)
を間的に考察を
進める。
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(表忽)
協同組合数 人口 l 万協人当 女のる性女新性規1(∞2起0企o0f築業l4年家数25) たにより 産業模造 (2001 年)L累 (2000年) たりの O同年組) 合数(200 第一次産業 第二次産業 第三次産業
J舂tland 224 17.0 4.6 33.6 13.7 52.7 
Gotland 62 10.8 4.1 
V舖terbotten 163 6.3 2.2 34.8 12.3 52.9 
Dalarna 176 6.2 3.3 
V舐rnland 153 5.5 2.1 32.1 12.4 55.5 
G舸leborg 153 5.4 3.1 29.1 14.4 56.5 
Uppsala 152 5.2 4.1 
日lekinge 77 5.1 2.2 
V舖ternorrland 124 4.9 2.4 27.4 14.5 58.1 
Halland 132 4.8 3.5 
V韮stra G?aland 678 4.6 3.3 18.0 15.0 67.0 
V舖tmanland 115 4.5 3.0 
Stockholm 812 4.5 6.5 
Kalmar 104 4.4 2.9 
Norrbo社en 113 4.3 2.9 26.5 14.2 59.3 
Kronoberg 72 4.0 2.7 
。stergotland 157 3.8 2.7 
Sk蚣e 411 3.7 4.7 
Orebro 102 3.7 2.8 18.9 16.2 64.9 
S?errnan1and 79 3.1 3.6 16.0 17.4 66.6 
J?k?ing 78 2.4 2.1 
全国 4.137 4.7 4.0 19.4 14.4 66.2 
出所) Arbetslivsinstitutet、各県
注)産業構造に関しでは、 2001 年統計が公表されている療のみ表示している。
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一二、親協関組合フンゲゴ
l
ヂン
協同組合型保育園・学童保育冨フンゲゴ
i
デンはイェムトランド
県で最初に作られた協同組合型の保育園・学童保育園であり、毅協同組合フンゲゴ
i
デン
(明。円即日仏吋即日向。。日同町同況を四円以認
Mmmm
伊三回口)によっ
て運営されている。
フンゲゴ
i
デンは
九八五年夏にフンゲ村で開
圏された。この協同組合型保育鴎・学童保育闘が開始される前は、この村には公立の「保育ママ」(仏間関尽抑留
g即)(立が
名存在し、
四
名の子どもを世話していた。しかしこの保育ママが一九八四年秋に市に辞意を表明したことがきっかけとなり、乳幼見を指える親が中心となって保育ニ・
iズを満たすための試みを開始した。
フンゲ村についてフンゲ村は、ブレッケ市(∞芯口宮穴。
ggg)
の南西部に存在し、
市の中心地であるブレッケから約一一一
0
キロメートルのところに位置
する。県庁所在地エステルスンド
SEas
巴からブレッケまでは
約七
0
キロメートルである。
フンゲ村のあるボッドシェ!地区
(∞
O円五
Oぴ可関与問問)は
二村から成り、人口は約四五
O
名である
E
。
これは大販府の面積の約四割の広さの土地に四五
O
名が住んでいる
計算になる
(大政府の二
OO
四年の人口は約八八
O
万人)。
フンゲ
村はこの地区で最大の村であり、人口は約一
OO
名である。
ボッドシェ!地区には新しい協同にもとづく団体が一一一間体存在す
る。ひとつは親協同組合フンゲゴ
i
デンであり、
その他に、高齢者
協同組合ボ
i
ストゥ
i
ガン
(」F58
片08mgE
〈四円∞
ggm
担問)、村落協同
総合ボッドシェ
i地一回経済問体〈∞。立志活仏
ogmW082
∞W855Mm)
がある。これらの団体と農林業、学校の教師、巡回看護嬬などが村での一麗一用の受け聞となっている。しかしこれらだけでは雇用を吸収することはできず、多く 者はブレッヶ
イェッレ(。注目。)、ピル
グリムスタッド(宝紅白包∞
se
、
エステルスンド、スヴェンスタヴィ
i
ク(∞〈刊誌
gir)
など近隣の町で働いている
(ZO
吋ZGMOO
令宏心∞)。
また銀行や医療などのサービスを受けるためにはイェッレ、ブレッ
ケ
エステルスンドなどへ行く必要がある
(同宏司
ohfMN
。回目口開おロ
山由唄凶一小)。
ボ
i
ストゥ!ガンは一九九
O
年に開始された。ボ
i
ストゥ
l
ガン
が開始されたことにより村人は高齢になってからもこ 地区に住み続けることが可能となり、高齢者の家族も見舞いのための負担が軽滅された。 の協同組合が開始される前は、多くの高齢者はブレッケ市東部の町チェ
i
ラネ
(四円昨日担問
dm)
にある病院に入っていた。し
かしフンゲからチェ!ラネまではパスを利用す 場合、往復一一一日かかり、
その上、見舞い時間は二時間しかとることができない状態で
あった
20
もうひとつの団体であるボッドシェ!地区経済問体は一九九八年に開始された。きっかけはこの地区の学校であるヴォ!レ学校(〈律四回ぎ}悶)を廃校にしようとする動きが出たことである。設立時の中心メンバーはヴォ
i
レ学校に子どもを通わせている親たちであっ
た〈
8vo
この盟体の活動は、現在、地区で唯一のスーパーマ
1
ケッ
トの経営、住民間の意思疎通の活性化、年に一度の演劇祭の開催などである。
スーパーマ!ケットは村人の一雇用の場である上に、村人
が集まる場ともなっている。この演劇祭はこの地区の観光 臣玉の一つに育ちつつあり、会場ではこの地区の手工芸品を販売している。向団体は、この地区で超こっている出来事をミニコミ誌「ボッドシェ!-ブラ
l
デット
(ωo
立
SUA
凶四円)」に記し、地程内の全戸に配布して
いる。
フンゲゴ
i
デンの開設準備
i
村から児童福祉が消える
?i
公立の保育ママが辞意を表明した時、保育ママに子どもを預けていた親たちのうちの数人は強く反対した(穴同門
O
待問
gg
鳴
833
一
ロ)。保育ママ 廃業は、
フンゲ村で児童福祉を受ける可能性がな
くなることを意味したからである。当時、市当局はフンゲ村に新しく公立保育闘を開設すること きないと胆答 。またこの の地理的位置を考えると新しい保育ママが村にやってくると 考え難かった。もしフンゲから児童福祉サービス くな た場合、親ちはフンゲから約一一一
0
キロメートル離れたイェッレで子どもを預け
なければならなかった(ま仔色。保育ママは、彼女が保育サービスを終了した後に生じるであろう
問題をどのように解決することが可能かブレッケ市長(当時)に相談した
(。
g
同将司四件出町出回。同岡山喝∞∞
w玄印刷自由明。ロ
MOO
令宏
2MO)
。
その擦
に、保育ママは地元企業がフンゲにある社員寮を売却しようとして
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おり、その建物を使って何らかの形での児童福祉を行うことが可能であると思うと話した(烈旬。
hwmggm
吋S33
一同∞)。
ブレッケ市側は、協同組合型保育層の開始がフンゲにおける可能な問題解決策であると自答し、協同組合の設立に関しては協同組合
発展支援組織(穴包)に相談するよう勧めた(笠色。
村での議論開始保育ママは、協同組合型保育関の開設に関する情報交換会を村で
開催した。対象は村人であったが、 りわけ子どもをもっ全ての家族(二O
家族)にアンケートと交換会の案内状を出した。
ママ
は村にはより充実した児童福祉に対する潜在的な需要があると考えていたからである。なぜなら当時、遠くイェッレの保育園へ子どもを通わせている家族ゃ、共働きで ない子持ち家族が村 存在したからである。従来から社会民主党員として活発に政治活動を行っていた彼女は子どもを持つ の名前や住所などをこの地墜を管轄する社会民主労働党の組織 得た。また情報交換会 開催することを村人に周知する際にも、この組織の晴報網を利用 た。彼女によると、「彼ら(社会民主労働党の組織)が声をかければ人は集まる」し、「彼らは何でも知っている」という(忌昌吉田明
88
宏
e宏
'NO)
。
当時、
フリ
i
コミュ
i
ン実験
(E
を行っていたブレッケ市では、
分権を推進す ため市を三つの地誌に分け
それぞれの地思内で地
陸委員会が主体となって問題解決を行うという方式をとっていた。現在のボッドシェ
i地一怪からはフンゲ
H
ボッドシェ
1地域村落発展
グループ(ぴ百円
42
窓口開閉
mg
若)が地区委員会に参加していた。この
村落発展グループはこの地区の住民による選挙で選ばれ、
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一九八四
年当時は社会民主労働党員一一一名、中央党員
(男性三名と女性一
名)から成り、集 所「人民の家」(向。日付。仲間宮帥)(同)を事務所として活動していた
(夜間島町吋闘志∞片手ふ凶
)0
彼らは度重なる自治体合
併の中で、小さなボッドシェ
i地区が自らの代表を送ることができ
ないために、自らの利害関心を守ることができなくなっており、その結果、自らのアイデンティティ 失い、市政の辺縁に閉じこもっているという認識を共有していた。そこで、グループは村人と地区委員会と 間をとりもつ組織として機能すべく 村人に積極的な意思表示を求めていた(笠門戸司)。彼らが最初の二年間(一九八四年と
九八五年)に行った成果は、防火設備を整えることや道路の改
修、公共交通機関の利便性 高めることなどの他に、見童福祉問題の解決も含まれている(庄内同・試)。保育ママは情報交換会開催後、協同組合型保育闘に興味をもった八家族と共に保育関開設に向けて話し合 を重ねた。
そのム一文口は
「協同組合を開始すること」と名づけられ、「人民 家」の
護を借
りて学習サークルという社会教育の一形態で行われ 。話し合いでは、協同組合の理念ゃ、協同組合型一保脊闘を開始・運営する上 必要となる法的知識、教育自様、職員管理などが学ばれた
(内向。品作
列。回目口問叫白ロロ
v甲い・凶日)。
主初参加していた八家族の中には途中で参加を見合わせる家族があった。彼らは協同組合型保育園について知 につれ、自ら 就労
状況と協同組合型保育閣での労働との両立が匝難であると感じたのである。そのため一時は参加者が自家族にまで減少した。しかし地方で途中から話し合いに参加する家族もあり、話し合いには大抵一O名稜度が参加していた。そして話し合いの開始から約一年後、最
終的には六家族で協同組合型一保育園を開始した
(宮間関吉田凶
880
品'
。品目
MO)
。
保育園開設のための準備段階において、村人の多くが協同組合型
保育閣の開設に賛成であった。とりわけ高齢者 好意的であった(認印刷吉田問。おさまるや包)。保育園開園にあたり、村人に不要家具を譲ってもらえないか尋ねるというアイデアが の中で生まれ、それを実行した際には、村の高齢者は使われなくなっ ものを集めるのを手伝 た(穴
Rohrmggm
円g
】遣い一己)。なぜなら彼らは村が
再び活気づくのを喜んだからである(玄昌吉田凹
8828
宏心。唱穴由円。
そして保育園開設に携わった人々は、
hwMNC
田町田同開叫由同
M3
ゆいいい日)。
フ
ンゲゴ
l
デンの建物を、金曜臼のカフェ、週一度のサウナのタベ、
主に高齢者を対象とするフットケアの場として提供するなど(Y向同開
gggMOO
令。品目呂場穴句。
h仲間
NggqS3SLM)
、村人全体に
開かれた場所として機能させた。
一方で、村には保育園設立に対して反対する人々もいた。反対者
は保育ママの保育サービスを受けていた人々の一部である。反対者らも協同組合型保育器開設の動きが出た際に、市へコンタクトをとった。彼らの主張は児童播祉のニ
iズを満たすことは市の問題であり、
市が提供する児童福祉を受けたいというものであっ 。そし 具体
的にはフンゲで新しい保育ママによる保育サービスを受けることを希望していた。しかし市側の回答は、市は協同組合型保湾国の開設を支持しているため、
フンゲに新しい保育ママを麗うことはできな
いというものであっ 市が反対者らに申し出た提案は、保育ママを雇う代わりに、皮対者が協同組合で働くことなしに子どもを協同組合型保育関に韻けることができるよう取り計らう いうものであった(け〉。しかし反対者らはその提案に満足せず、祖父母に孫の世話をしてもらうという解決方法を
(穴同
8h
仲間
NO
回目口開店ロ
33
h芯)。ブレツケ市の協力ブレッケ市の政治家や市職員は、保育ママから相談を受けた当初
から、協同組合型保育園による問題解決を勧め、そのための支援を行ってきた。当時の市長によると、「市は背後 位置 、人々 自分たち自身で働くことができる可能性を提供した」(。
g
ご持
35g'
問。ロ}混∞)のである。
市が協同組合型保育鴎運営のために設定した要件は、活動自的が
設定されていることと、適正な財政状況を保つこ の
であった
(田内出
ghwmC
回出口問吋白口山市
XWM
一品。)。
そして健全な財政状況を維持させ
ることを目的に、市は協同組合に対して多く 助言や支援を行った例えば保育閣の建物に関しては、協同組合がそれを鰭入するのではなく、市が建物 購入し、
それを協同組合に箕し出すという方法を
とった。それにより協同組合の経済的負担は軽減した。しかも市は
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最初の一一一年間は家賃を無料とした。また市は建物の購入の条件として、協同組合が建物のうち保育関 て使用しない部分をユ
1
スホ
ステルとして利用することを条件づけた(変汗色。そうすることにより、村の経済状況の向上と観光業の発展(ま仏じい也、
そして
協罰組合の財政 健全性(宮同
mgagMO
宏ゐ令
MC)
が目指されたの
である。なおユースホステルの設立および運営のために専用のプロジェクト資金を市は提供している
(穴同
ghfMN
。問。ロ関門
mHMS
沼同一∞)。
また協同組合で働くことができない親のために市は児童ニ人分の
席を買い取った
その結巣、
」れら二人の児童の親は
(同げ吟門戸・一品。)。
保脊閣で働かなくても子どもをこの保育園に韻けることが可能となった。協問組合発援支援組織の協力イェムトランド県の協同組合発麗支援組織(穴巴)の職員が、
ブ
ンゲ村にやって来た。保育ママが市の
に従って穴む』にコンタ
クトをとったからである。六包は村人の集まる情報交換会において協同組合 は伺 について話し、学習サークルを開始するよう助言した。そしてすぐ 上述の「協同組合 開始するこ
と名づけ
られた学習サークルが開始され、関心を持つ者が集ま 話し合いを行った。 を すると う考えは協同組合発麗支援組織によ て提案されたものである。学習サークルで用いられた参考国書は協同組合発展支援組織が作成したテキストや彼らが紹介した書籍であり、講師は同組織の職員であった この学習サークルで
の議論を通して参加者は以下の様々なアイデアを生み、
いくつかを
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実行に移した。
まず建物を市に購入してもらうというよ述のアイデアはこの学習サークルでの話し合いから生まれたものである。また不要家具を議ってもらうアイデア、村人を対象とし カフェやサウナなどを開くというアイデアもこの話し合いから 。そして具体的 アイデアだけでなく新しく作る保育顕の理念について 話 合われた。そこでは、公立保育閣とは異なる理念をもっ保育闘を作るということが目指された。その理念 協同組合運動の理念である連帯 平等である。参加者の閤 は協同組合という組織に対する期待が大きく、
新しい保育園を単に子どもを預ける場所ではなく協同組合の理念を展開する場所にしようと夢見られたという。参加者を始めとして、村の高齢者ら協同組合型保育園の試みに賛同する人々には、協同組合は人が集まる場となるはず、また協同組合は「村の
となるは
ずという思いがあった いう公
σ広・)。
協調組合型保育盤の開設と運営こうして協同組合型保育関フンゲゴ!デンは、
一九八五年八月に
開始された。親たちは保育園を運営 ため 非常によく工夫し、
(玄
agagNCC
品。宏
aMOU
問主回忌号仲間門
MOO
令。
MgH
吋)。例えば、
建物の修繕を自分 ちで行ったり、食費を節約するためにじゃが日刻、こ録科円
vlu
ふ/
もを栽培したり、木イチゴ ジャムを作ったり、交通事故で死亡したトナカイの肉を破格の値段 譲 てもら し
(。門戸同門持
330
門間的。ロ苫∞∞)。また暖房費を節約するために村人に燃料を安くってもらったりもした(変色。子ども達も卓球台を買うために、
自分たちで木イチゴを育て、
それを売ることでその代金を稼いだ
(gHFZ
同開
gagNO
宏
20
令MO)
言。親自身が清掃、用務、事務、会
計などを行うことにより職員数を減らし、その結果、人件費を安くすることが可能となったお)。また韓関士でも瓦いに協力しあった。たとえばある父親は保育園開設当時のことを由想して次のようぅ。「私たちは生きる上での義務を果たさなければならない。私はちょうど山羊の酪農菌を始めたばかりで保育園の活動のための時間があまりなかった。でも他の人たちはそのことを考慮に入れて、協カしてくれた」
EE
件特
35283
∞∞)。協同組合の開始当初か
ら約七年にわたって関わっている親 一人によると、「今は間分の時聞をとることができる。しかし以前はそれが難しかった 余暇は協同組合[の
の後に計画された」という(穴同
8hw
列。∞
gm
お
ロ
33
一会)。これら関係者の努力の結果、親から徴収する保育料
金は、ブレッケ市の公立保育麗 は子ども一人当たり月
000
ク
?l
ナ以上(当時)である中、
フンゲゴ!デンは子ども一人当たり
月一一
OO
クロ
i
ナと設定することが可能となった
(EP)80
関盟当初は、六家族、
一O
人の子どもが参加していた。クラスは
一クラスで、建物の半分を保育閤・学童保育闘として使用し、残り半分をユースホステルとして使用していた。開閣後、徐々に参加家族が増えたため、
一九九二年一月に二クラスとなり、
ユースホステ
ルとして使用していた部分を保育関・学童保育闇として利用するこ
ととなった。職員数は開設時は二名であったが、
一九九ニ年一月に
は六名 また参加家族数が増えるにつれ、親一人当たりの労働震は減少した〈問問吋
ohwmggm
円833
一会)。
一九九二年現在、
カフェやサウナなど村人がフンゲゴ
l
デンにやってくる機会を提供
する活動は行われていない(在仏・さ)。
フンゲゴ
i
デンはイェムトランド県で最初の協同組合型保育園・
学童保育園であったため、開設後、多くの視察者がフンゲゴ
i
デン
を訪れた。多くの視察希望者はブレッケ市役所に問い合わせをしたため、市職員が視察者をフンゲ村へ連れてきた。特 最初の年は多くの視察団を受け入れ、ブレッケ市からお茶〔 準備]代として特別に予算を得ていたほど
(明
oaz
邑
M00
令。品目
M∞)、市として
もフンゲゴlデンを新しいモデルとして重用して た
(。
DM
同特
同》町公開叫回目。ロロ
w∞∞)。
保育ママは一九八四年に地元の縫製企業を一クロ
i
ナで買い取り、
事業を拡大した。その企業は村落発展グループ 議長が、 での一麗用創出と「人民の家」の有効活用を目的に一九八
0
年代初めにパi
トタイム労働者三名と共に開始したもの (担
&zas
∞弁凶
ME凶凶)、
経営はうまくいっていなかった。彼女はその事業を法人向け事業に転換することで拡大し、村で 雇用を確保した。しか 彼女は一九八九年にその縫製企業を売却し、
ブンゲからブレッケ市街へ転出し
る
棒、(
にま
零脅
し￠
た詰
反忌
対 E当
者ま
主士
山‘し邑
こ。
む芯なぜ
i'Flな
えと
tJ.妥3
か簡
た翌
さ量
5 寄
り薗
る を
宗草
色立
。す
fこ
hFMNO
回目同
Mm
吋83w
凶)。
65 一一一スウェーデン過疎地媛における保育サーどス提供
フンゲゴ
i
デンの現在
現症は、開園時四回は月曜日から金曜日までの午前六時から午後五
時までで、
一六家族、ニ六名の子どもが返っている(臼)。職員数は
五名で、保育料金は子ども
人当たり月二OOクロ
i
ナであるつ一
00
四年現在)。
」の地区は現在、子どもが少ない時期にあり
(20
吋ぴmGMOO
令宏心∞)、建物の半分のみを保育摺として利用し、残
り半分はフリ
i
スクールおよび学叢保育閣として利用している。一
00
四年四月現在、待機児童はおらず、一一OO四年夏に一一一人が保育
圏を卒掴し、同年秋に
名が入題してくる予定である。
フンゲゴ
lデンでの親たちの労働は、設立当初と同様、多岐にわ
たる。まず半年に
度、金曜日に職員として子どもの世話と清掃を
行い、その過の週末 洗濯を符う。年に四日、親が集まって建物の外周りの修繕など大きな仕事を行う。そしてフンゲゴ
i
デンの運営
を行うのも親自身である。運営は一一つの会議によって進められる。一つは協同組合の執行委員会、もう一つはメンバー(親)まる月例会議である。執行委員会と月例会議 それぞれ少なくとも年に五回は関かれる。
フンゲゴ
i
デンの運営に関しての決定権を持
つのは月例会議であり、執行委員会ではない。月例会議では財政や教育目標、大揖除・各種イベントの内容や日程、何らかの問題が生じた場合にはその対応策など運営上のあらゆる内容が議論される。執行委員会は、協同組合の議長、副議長、会計、事務、人事責任者から成り、月例会議で決定された内容をもとに日常業 他機関
(市や内忌や他の協同組合等)との連絡、市や職員との契約などを
66 
行う。協同組合の活動に責任を負うのは議長である。市には児童福祉に対する監督責任があり、協同組合型保育翻・学童保育菌の活動は協同組合の代表者である議長と市の担当責任者との開での契約より可能となる。協悶組合のメンバーの霊要な仕事の一つが職員管理である。職員の一履用と管理は協関組合の責任においてなされる。大抵の場合、職員は各自の所持資格に応じて向等資格を持つ公立保育閣の職員と向じ労働組合に所属し、協同組合はスウェーデン協同組合連 に所属し、問題が生じた際には使用者とし の対応 つ 連合会からアドパイスを得ることができる。一一OO四年四月現在の職員数は五名であり、内訳はフルタイム労
働者が一一一名(男性二名、女性一名)、
フルタイム換算で五O%以上
七五%未満の労働を行っているパートタイム労働者が一名 女性)、二五%以上回九%未満のパートタイム労働者(女性)が
名であ
るお
。二五
i
四九%労働を行っている職員は月曜日から木曜日
までの週間日間、清掃などを行ってい 。清掃職員以外の職員のうち
名は料理と子どもの教育の両方を行っているが、
の
その他
職員は教脊に専念している
(Z2ZGMO
まゐ令
N∞)。
職員のうちこ名がフンゲ村に住み、
一一名がフンゲ近隣の村に住ん
でいる。全ての職員はフンゲゴ
lデンで働く前は失業者/求職者で
あったお
)O
職員の勤務年数は二年半から
一一一年まで幅広い
。
O四年四月現在)。協同組合のメンバーによると、男性職員が働く
ようになってから、職員間のコンフリクトが激減し、職員管理が容易になったという
(22Z
お
82a23M
∞)。
市の子ども・教育部は、職員の継続教育と事業評価に関わる。市
職員は公立の職員と協同組合型保育盟・学章保育園で働く職員を分け隔てせずに継続教育の機会を与える。また補助金に関しても、子ども一人当たりの祷助額は公立と協同組合型保育閤・尚子童保育園との関に差はない。また子ども一人当たりの教職員数も問じである。それでもなお市にとって協開組合型保育闘にかか 経費は公立園と比べて子
人当たり一
OOO
クロ
i
ナ以上安い。それは様々
な事務、雑務が親の労働 よ なされているためである。
また市は親からの相談にも乗っている
(円、一口内山円山〈~回門
M。。品
20 凶
es目、司)。
協同組合のメンバーは、市職員が自分たちを「非常 よく助けてくれている。市との関係はとて 良い
安定
ZGMOO
令室
sM∞)と評価
している。
出己も職員の継続教育に関わったり、協同組合のメンバーからの棺談を受けたりしている。また他の協陪組合との情報交換の機会
を設けている。
地域発援活動としてのフンゲゴ
i
デン
現在、ブレッケ市では待機児童がいない。そして子どもを保育盟・学童保育盟へ通わせたいと う希望が出されれば、一一週時以内に希望をかなえている(ピ昆号豆沼宏
'ga
コ)(時)。この状況は、待機児
重一が一
OO
名を超えていた一九八
0
年代とは異なる。
通圏率の上
昇の背景には、
いくつかの要因が考えられる。
一つは保育制度の変
化である。ブレッケ市職員によると、そのうち最も大きな変化は、生涯教育の
環として子どもを保育隠へ包摂するようになったこと
である(ピ民全宣
MC2agBM
吋){円
)O
従って「二
O年前と現在の大き
な違いは、失業者が失業中だからといって子どもと
緒に家にいる
という状況がなくなっていること」(ピ忌号宮呂宏
38a
コ)
である。
これは保育関への高、通闇率と親の就業率は比例するとは限らないという とを意味する。しかしフンゲゴ!デンの場合、一一一二名の親うち失業中の者は一名(女性)、
に添わず短時間労働に従事して
いるため別の職を探してい 求職者が一名(女性)であり(ヨ。号
OG
MCC
十宏心∞)、失業者および求職者は「決して多いとはいえない
(ZO
『σ目GNCO
品目。品目
M∞)状況である(却
)O
またこの地一区には一九九五
年から
九九八年にかけて毎年約四|五名の子どもが生まれている
歳から一山歳以十を
が(担
EZG3
ま唱
33uM
唱喧∞唱
M000)
、子どもが
過ぎてからも働かずに子どもと一緒に家で過ごしている人はいないという
(Z
。号白『
mMCC
十宏心∞)。従って、ポッドシェ
i地区ではフン
ゲゴ!デンが子どもを頑 ることによって親が働くことができ 基盤が作られたと考えられる。そしてその結菜、働くことのできる環境、
つまり生きてゆくことのできる環境が形成された。
また保育関自体が設立当初は女性の一縫一用の場、現在は男女を関わ
ず雇用の場ともなっている。
フンゲゴ
i
デン開設後、新しい協働に
より就労先が増えた。高齢者介護協同組合ボ
i
ストゥ
iガンの設立
にはフンゲゴ
i
デンの存在が決定的であった。
フンゲゴ
i
デンの成
67 一一スウェーデン過疎地域における保育サービス提供
功により一九八六年初頭には
フンゲ・プロジ
ょに
ク
が立ち上がり、社会庁から高齢者介護
協同組合開設のための資金を受けた(出口昏号制日甲∞小一品)。現窓、ボ
i
ストゥ!ガンではフンゲ
村住人が五名、
フンゲ村の題辺の村に住む者が
ニ名職員として働いている
50
またボッドシ
内《リ
w
? ?ハuvnJゐ
ハu? ?n汐ロ人
びその君吉村で働いている者は一 一一名であり、制
ケ吋Jレブと即時地工、ンド・り〆ボ? ?表
ェ!地区経済問体の職員四名は全てポッドシェi地区の住人であるき。
現在、
フンゲゴ
i
テ
ンに子どもを通わせている親のうちフンゲおよそのうち六名が新し 協働に基づく団体で働いている
(ZO
号旬開
MOO
令宏
gM∞)。実際には村で全
ての一雇用をまかなうことは不可能である。しかしフンゲゴ
i
デンに子どもを通わせる親の一人
が一言うように、町で働く親は を職場近くの保育閤や通勤途中の保育隠に通わせることが可能であるが、
フンゲやその周辺の村で働く親
にとって自分の住居や職場のある地域 保育関が存在することは重要
(22zaBO
十宏心∞)で
あろう。親が働く基盤を作り、村に雇用場所を斜設した結果、人口流出の傾向が止まった。
九八五
年から二
OO
四年にかけて実際には人口数は減
ポッドシェ一地区
出所) Rindberg 1980・ 129 ， Rindberg 1986: 117, Rindberg 1999: 118，ブレッケ市
ブレッケ市
少しているのだが、
アンケート調査の回答繍に協同組合活動の結果
68 
得られた成果として「人口増加」と記入されるほど
g
、村人にとっ
て地域の再生が「実感」されている。実際、
一九八五年以降はそれ
以前と比べれば漸減に どまって と言える(表
3)80
当時の
保育ママはフンゲゴ
i
デン開設三年後に次のように
っている。
「私は一
O
年前にフンゲに引っ越してきました。当時、子ども数は
それほど多くありませんでし 」(。
g
件特
25ag
口同志∞)。しか
し、「その後[フンゲゴ
iデンの開設以降]、多くの若者がフンゲに
引っ越してき、多くの子どもがここで育っています」(在仏・) そしてそれは現在でも変わらない。ボッドシェ
l地区に引っ越してくる
家族は大部分が育児期の家族であり
(ZO
吋ZGNO
宏
BONeM
少
ZC
円σqm
NCC
品，。品
'M∞)、
その理由は自然豊かで環境のよい土地でゆっくりと
子どもを育てることができるというものである
(zo
号公開
MOO
令。
M'
民)。だがいくら自然環境 豊かでも、児童福枝や学校のないところに育児期の家族は引っ越してこない。ニ
OO
四年に全閣を対象に
行われた謂査によると、
!五歳の子どものいる人のうち、引っ越
しの擦に児童福祉の受けやすさを考慮に入れ 人は五七%であり、食料品自に次いで
一番自に考慮する人が多いという結果であった
(。}町田ぴ可制円山田〈四円山内向日円
MCC
品一
M ゆ
EMO)
。
する能力が培われたことも重要である。二
OO
最後に、村に生じた問題に対応
年にこの地区の
校であ ヴォ
i
レ学校の開校が決まり、現在、
フンゲゴ!デンと悶
じ建物 フリ
i
スクールが聞かれている。このフリ
i
スクールは就
学前学級さから第五学年までの子ど 一六名が通っているがつ一
00
四年四月現在)〈出〉、この形に落ち着くまでには村人と市側との
交渉があった。村人は小学生の親、
フンゲゴ
i
デン、
フンゲ人民の
{家(出口口問白町内)】}円四件凶出口印)(幻〉、ボッドシェ!地区経済団体、
ボ
i
ストゥ
i
ガン、
ボッドシェ
iS
間
体(ぎをメンバーとするワーキンググループを発足させ、市側と交渉を進めた。なぜならこれは単に学校問題ではなく、村全体の発麗の問題であると考えられたからである。結果として、この形に落ち着くことで、市は年間五
O
万クロ
-BEE-
ナき以上を節約し、村人は学
校と保育園・学童保育闘が結びついた施設という以前にも増して魅力ある施設を持つことができた
(EEZ
円mNOS-ass-
限、経済と福枝の新たな両立を目指して
フンゲ村では保育関・学童保育圏を作ったことにより、産業集積
の少ない過疎地域でありながら女性が働くことが可能になった。また人口の減少傾向を緩やかにすることにも成功した。村も村人もそれまでの過疎化の進屡とそれに伴うライフチャンスの低下額向から抜け出し である。
ここで注目すべき点は、
フンゲ村がこの負の循環から抜け出す最
初の契機は産業の誘致ではなく、住人による保育サービスの創出にあった点である。もし従来の積極的労働市場政策の盟論に従うなれば、地域発展のために工場を誘致したり 大きなホテルを建てたりしたかもしれない。しかしそうはならなかった。
フンゲ村の住人に
とって、
フンゲゴ
i
デンの開設は合理的な戦略だった。子どもを持
つ女性が求職活勤務}行ったり、就労したりするためには児童福祉を受けるこ 必要であり、そのために彼らにでさ ことが親協同組合の開始だったからである。
フンゲゴ
iデンの開設は殺に子どもを預ける場所を提供しただけ
ではなく、村の活性化にもつながっており、地域住民、行政、出』』の三者が関わって行われ 地域発展活動の
つである。穴ピ』のア
ドパイザ!の助力を得た住民の
人が、住民の潜在的能力を動員し、
行政の資金力と経験を利用して村の再活性化を目指している。この試みは、人は必要な社会サービスを受ける権利 あり、 政にはそれを提供する責任があると定めた社会サービス法、地域に張 巡らされた社会民主労働党 ネットワーク、学習 クルというスウェ
i
デン特有の 教育制度など従来のスウェーデン揺祉国家制度が作り上げてきた「成果」に支えられて可能となっ 。 があくま も住
人
人一人が自らの視点に沿って、手の届く範関にある地域資源
を再組織化することを通して生きてゆくため 環境 作る試みでり、それゆえこの試みは産業を中心とする原理 いわば生活原理に基づいて行われているという点で従来と 異なっている。またこの試みは闇レベルでの合理性を追求する中で生じた地域レベルでの不合理性 解消し、住人が自ら生存基盤を生成する試みで
あったと考えられる。この試みによってコーポラテイズム期 社会包摂の基本原理であった雇用シティズンシップが変化したわけではなく、今なお社会缶摂の原 であり続けている。むしろ過錬地域に
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そのことを、通して福祉国家制度の担い手としたという意味で積極的
営、老人および障害者のケァ、道路や街灯の繋帥側、農場や店舗の運営、新ビジネス(綴光業など)の振興、受には人々の機会 可能性を広げるための教育活動(パソコン教室 ビジネス上 知識付与)や、余暇活動(パーティー、旅行)の擬催などが挙げられる。
70 
おけるこの試みはそれまで労働市場を通してスウェーデン福祉国家制度に包摂されていなかった過疎地域の女性を労働市場に参入させ、労働市場政策の徹底化でもある。しかしこの試みの手段、目的、主導原理などは従来 ものとは大きく異なって る。そして従来の制
今後は、既存のシステムと新しい協同組合活動の関係を明らかに
新しい協働は都会であれ過線地であれ存在し、新しい協働はベストフの社会的企業 過した市民民主主義という考え方と多くの
共通点を有するな
gg
同
-3a
、
2
曲目。時一志∞
)0
だが本文で論ずる
ように過疎地域における新しい協働はベストフが指摘した意義だけでは捉えきれない。
(4)
イェムトランドは、特に協悶組合を用いた「新しい協働」が盛んに行われている地域として有名であり、この協関組合活動を過した問題解決方法 「イェムトランド・モデル」と名付けられている。
度では受動的立 であった過疎地域に住む人々が自ら ライフチャンスを広げて能動的に生産活動に携わり、「私 ちは未来を信頼しています」(。ョプ持
35as
ロお∞∞)と淡々と語るのである。
することが課題である。またこの事例は政府が国内の失業者と経済をコントロールできた「幸せな」時代のものであるため、グロ
i
パ
ル化との関連も今後の課題としたい。
注(1)
スウェーデン社会全体での社会サービス提供の分権化の動向や、都市での協同組合型保育閣の活動に関しては、太田(ニOO二)を参照。
(2)
勿論この視点を否定するつもりはない。以下のように成果を上げている。一九八O年から一九九O年にかけてスウェーデンでは女性労働力のうち七六・O%、男性労働力のうち八三・五%が麗一周されており、その男女比率は九一%。この比率は
om
のり諸国の平
均である六四・五%を大きく上回るおい弘口問芯志一∞色。問問データによると、日本は労働力人口のうち女性は五六・O%、男性は八六・一%が…雇一服され おり、その男 市中は六五%(MEι・)。
(3)
新しい協働の活動例としては 保育問・学家保育関・小学校の逐
(5)
職業として自宅で子どもを預かる人。保育??による保育は「家庭保湾関」(同担問吋己口町内佐伯『白口】)と呼ばれる。出家健保出荷図は、保 協を運営するほど保有ニ
iズが多くない場所や時間に問先議総祉を提供
する手段。ただし、家庭的な雰節気 好む親の中 は保育閤 り家庭保育癒を選ぶ者もいる。
(6)
ボッドシェ!地区の人口は一九九一一一年現在、四七八名で〈列Mag
門間
おま手)、人日比率は、一二歳以下が 五・二% 一一一一
51111
四O裁
がニ閉・一一一%
mm
一歳以上が六
0
・五%であった(夜ロ舎町お
33
∞)。
(7)
アンケート調資回答より。ボーストゥ
iガンからの回答。
(8)
アンケート調査回答より。ポッドシェ
i地区経済団体からの回答。
(9)
当持、スウェーデン政府は地方自治の拡大と中央政府 よる規制の削減のあり方を採るため、フリ
i
コミュ
i
ン笑験を実施してい
た。ブレッケ市は、過疎地域としては唯フリ
i
コミュ
i
ン実験
開始当初(一九八四年)からこの実験に参加していた臼治体である。「人民の家いは、もともとは一九校紀末からニO世紀初頭にかけて労働運動の拠点として各地に建てられた。設立当初から単に労働遂動や労働者 ための施設にとどまらず、地域伎民の文化・娯楽の拠点となることが目指された(石原、一九九六、一六七頁)。現在では労働組合や使用者団体 事務所、帥吹臨館 劇場、ダンスホール、集会室などを兼ねている。
(口)市が協同組合担保育留から定員を買い取り、その席を反対者の子
どもに提供するという方法を用い 。
(門M)
親や織員は、これも協同組合恕保育園 教育効果のひとつと評価している。子ども逮も保育関の活動を還して述書や協力という協悶組合の潔念を学び 経済感覚を身につけた。
(門口)親が清掃などを行うことにより、職員は教脊のために多くの時間
をとることができ という側面 無視することはできない ベストフによると、協同組合による対入社会サービスの提供は、経費削減とサービスの質の向上 両立させる 守
gg
吟}ヨ∞)。
(同)一クロ
i
ナ
H約一五円。
(日)子どもはほぼ全てがブルタイム(週間O待問)で登録されている。(同)アンケート調査結巣より。フンゲゴ
i
デンからの回答。スウェー
デンでは週四
0
時間労働がフルタイム労働(一OO%労働)に当
たる。
(ω) (げ)アンケート調資結果より。フンゲゴ
i
デンからの回答。
(同)ブレッケ市では子どもは生後一年から一年半で保育園へ通い始め
る。一九九八年から二OOニ年の間に生まれた子どもは三二九名であり、そのうち一一一O四名[従って九二・四%]がニOO一一一年現夜、保育サービスを受けている(∞吉
TSFE
豆島口一口宮内町ヨ出}叫口一口問
MGO
凶)。
(山口)闘の政策によりニOO一年より順次、失業者や育児休綴中の親を
持つ子ども、全ての四歳児と五歳児が週…五時間同は無料で保育されることになった。これは男女雇用機会均等政策の一潔であり、子どもの学ぶ権利の保障であり、移民統合政策の一環。
(初)ただし綴休暇中の者が一一名、疾病保険受給者がニ名いるため
(ZRZ
『間
MCC
令宏
sM∞)、実際には働いていない者は五名。
(引)向上。(勾)アンケート調査結果より。ポッドシェ
l地区緩済団体からの問答。
(お)アンケート調査結梁より。フンゲゴ!デンからの回答。(M)ポッドシェ
l地区の郷土誌によると、この地区では一九九
0
年代
後半、毎年約五名の子どもが生まれ、約一OニO名が死亡している。
(お)就学前学級は一九九
0
年代半ばにできた学年。これは就学年齢を
一年早めたためにできた学年である。混在、保育園(就学前学校)へは一歳児から五歳児までが通っている。六歳児は小学校の就学前学級へ通う。小学校一年生は七歳児。従来は一歳児から六歳児までが保育園に通っていた。
(お)この地区の子どもはこのフリ
i
スクールに通っても良いし、市の
中心地ブレッケにある学校に通うこともできる。フリ
i
スクール
に通う子どもは、第三学 以上 なると週一回、ブレ
yケ市街に
ある学校に通うことになっている。ボッドシェ!地区南部には一日あたり一一一本のパスが通 ており、子ども逮は通学にこのパスを利用している。
(幻)集会所の運営団体。(お)ボッドシェ
i地区の社会民主労働党間体。
(勿)クロ!ナ
H約一五円。
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Provision of Daycare Service i汲 a Swedish Rural Area 
開 BackgI・ound and the First Attempt 剛
OTA Miho 
ln which sense can cooperative daycare centers be present as an altemative to the Swedish 
welfare system? This is a question that shall be resolved in this paper. 
ln this paper a parents輸cooperative， Hungegården, shall be 巴xamined. lt has been in a sparsely開
populated village in Sweden since 1985. In contrast to the situation in towns and citi巴s where 
population and industry had been concentr邑ted， municipal daycare services were difficult of access 
for inhabitants in a rural area. 
Some parents began to prepare to organize some sort of child welfare in the village, because no 
one could search/get job without it. It was also getting harder and harder to live with one income 
a family even in rural areas. 
This a抗empt to have a daycare center in the village did not only provide child welfare to the 
parents, but also lead to a revitalization of the village. The attempt made it possible to give a basis 
for life which had been undermined under active labour market policies after WWU, by mobilizing 
resources inherited in the local area. 
An implication of the provision of daycare service by a parents-cooperative is that inhabitants 
introduced a rational strategy at a local level instead of a national level to pursuit both economical 
prosperity and welfare. 
Key words 
Swedish welfare state, active labour market policy, cooperative, day care service, community 
development activity 
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